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工業建設正~業建設については，従来は各企業ごとに

筋手まちまちな計図をたてていたが，数年前から ζれら

をすべてゴスストロイの指符下iζ入れ，基準を作って統

制した。例えば，モスクワの西南地区には 1 棟の建築物

の中iζ織物工場とランプ工場を同時に含んでいる 6 万

m2 の建効が建設されたが，その建設期間は 1 年であっ

た。

ゴスストロイの中には都市人民の生活環境を豊かにす

るために公共建設委員会があり，都市計画，住宅，児童

施設，文化施設などの設計，査定を行なっており，ま

た， ζの委員会は，ゴスストロイの傘下の各研究所で作

られる住宅，橋梁，住区などの標準設計をなるべく少く

するように調整を行っている。乙の委員会lζ関連するゴ

スストロイの研究所lとは，住宅研究所，公共織設研究所，

新建材研究所，建築構造中央研究所，コンクリートおよ

ぴ鉄筋コンクリート研究所，工業建築研究所，建築経済

研究所などがある。モスコワの都市計画については，別
iζ モスコワ綜合都市計画研究所があり，その所長は公共

建設委員会の委員であるとと色 11:ゴスストロイの副会長
である。

ゴスストロイには公共建設委員会のほかに，・農業関係

では農業建設委員会があり，また機i戎化による労働力を

減らす目的で建設機械製造委員会などがある。また，建

設に関するソ速のアカデミー〈学会〉もゴスストロイの

指揮下にある。〈以上は，昭和 38 年 7 月 30 臼， ゴス

ストロイの副会長の 1 人でかつ、ノ連邦の大臣でもあるカ

ラパエフ (KAPABAEB) 氏とわれわれ視察団の特別会

見の内容を中心にまとめたものである。

〈筆者，建設省住宅局〉

国最高学術研究機関としてのソ連邦建設建築

アカデミーについて

1. 7力デミーの組織について

ソ連邦建設建築アカデミーは，ソ連邦の建設および建

築の分野における最高の学術機関でモスクワ 11:所在して

いる。 1958 年現在において名誉会員 5 名，正会員 76

名，会員候補 114 名で，内部に一連の会議(学術研究調

裳会議，学術会議，建設・建築会議，編集出版会議〉と

外部組織として 18 の研究所，そのほかに各地lζ支部，

支所，博物館，図書館，建設および建築常設樽覧会をち

っている。

建築・建設アカ

デミーは他の設計

機関との十分な連

紫をばかり，標準

設計の徹底的導入

をはかるため，

1962 年 11 月の決

定によってすべて

ソ連邦国家建設委

員会〈ゴスストロ

イ〉の指導の下に

おかれるようにな

った。

そのほ舟ゐウクラ

ナイナ共和国!とは
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デミーのウクラナイナ支部が独立したウクライナ共和国

建築建設アカデミーがあり，各共和国には乙のような独

立したアカデミー又は支部がおかれているようである。

速邦アカデミーの組織については充分な資料がない

が，ウクライナのアカデミーの組織の詳細は表のとおり

である。連邦アカデミーの組織も大体同様ではあるが，

勿論地域的な特徴であるドンパス炭田地帯建設科学研究

所といったものはなし都市計画，住宅計画，工業建

築，公共建築，建設組織，新建材，建築椛造，鉄筋コン

クリートなどの諸研究所がある。各研究所は普通 1000

人-1500 人の陣容を有し，それぞれ極めて設備のとと

のった立派な実験室を持っている。

アカデミーの付属になる建設，建築常設侍覧会は，モ

スコー市内南部にあり，材料の生産過程，各種建材，パ

ネルの製造工程などが実物や模型で極めて要領よく示さ

れ，さらにプレハプのモテ・ル住居の実物や紋型，工場，

水力発電，鉱山，港湾といった広い分野の展示が広大な

会場iζ常設されている。

アカデミーの研究所，モスプロイエクト等の設計機

関，誠盤機関としてのゴスストロイおよぴその内設の委

員会等では，同一人物が米任するケースち多いようで，

行政，研究，設計が有機的に行われている。頭脳労働lζ

対しては一方的な命令や強制的調盤ではなしむしろ相

互に関述をもちあい，研究者もまた実際活動に従事して

いるようである。

〈ロ〉
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写真-34 ソ連邦建設建築アカデミー建築祷造中央研究所およびヨン
タ 9 ート鉄筋コンクリート ØI究所〈同じ建物の中にある)
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2. アカデミーの活動について

アカデミーのうちいくつかの研究所の内容，その活動

のーたんについては別にのべるとおりである。 ζ 』では

問題の対象が短めて具体的，実際的である。勿論治大な

研究機構を有している各研究所においては極めて基礎的

な科学研究が行われてはいるが，最終的i乙要求されてい

る ζ とはあくまで& .実用化であり，生産コストの切下

げであり，との手段としての徹底的な親指{じである。乙

のため実際設計を担当している各設計研究所〈設計研究

局〉とは極めて深いつながりをもちながら活動をす h め
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めて自由でのびのびと活動を進めているようで，若い学 ソ逮邦内での建築現場ば，日本の建築現場を見なれて

生の提案であっても直ちに突限的lζ利用される ζ ともあ いる者にとっては全く粗雑なものである。プレハプの接

る。 合金物が曲ったり，つぎ自が創れている乙と位はあたり

3. アカデミーの意義と理解 '*えの乙とである。その上さらに熟練労働者・の不足を告

具体的な組織や活動は彼自白上にのべたとおりである。 げ，より粗放的な建設を要求されている。

また個々の研究所の項でものべたとおりであるが，アカ ζの.f.?な建設現場のみをみるとソ速建築の大量的で

デミーがソ述邦建築建設活動の中で示めしている意義を はあるが，極めて水準の{Æいのが目立つが，一歩アカデ

若干あげてみたい。 ミーに入ると，その研究組織や，研究活動は極めて歓

(1) 謁査・研究・計画・設計の相互関連のカナメと 密，入念である。つまり現場での施工能力に本来の不思

して， 用さ，労働力不足から限界をあらかじめ見込しであり，

具体的計画・設計は遇常，各共和国(モスクワやレニ なおかつ技術的な保障を与えているのが，アカデミーの

ングラードは市〉の下にある設計局が行うが，実際的Iζ 役割であるように息われる。従って逆説にいえば，現場

は調査・研究・計画・設計の段階で各部門の緊密な連繋 の粗雑性がアカデミーの水準の綴密さを示しているとも

を必要とする。乙の場合アカデミーの下にある中央研究 いえるのである。

所は調整的な役割を果しまた調整の基礎になる研究設計 (3) 人材能力活用の適応性

を行っている。したがって単に学問のための研究活動で 現場の人たちのいかにも労働者向にひきかえアカデミ

はなしむしろすべてが実現につながるもので，科学・ ーでは極めて知的水準の高い人々が集中されている。教

技術面においての最高の指導的役割を果しはいる。 育水準が急速に高まりつつあるとはいうものの，高い水

(2) 現場施工の保障的機能として 準の技術者ICは限度があるだろう。それを広大な全土に
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散らすより，集中的にアカデミ

ーでの活動を行わせ，現場や工

場はまたそれぞれに適した能力

と人材が配されている。すべて

の面においてそうか色しれない

が限られた人材能力をそれぞれ

に適した面で極めて能率的に活

用する。そのために中央にとの

ような高度のアカデミーを必要

としていると，包われる。

以上すべて人の商も物の商色

それぞれ有効な生産的な活動の

ために配置され，それが活動の

能率性を保障している。アカデ

ミーは象牙の塔ではなく，人と

資材を有効に使うための最高機

関であるともいえる。

一写真岡村吉洋氏一

〈筆者，環境開発セシター〉

ウグライナ共和国建築建設アカデミー組織図

園 1964 年-65 年におげる研究計画と，研究成果の

建設工業・建設資材工業への導入計画

山本和夫・川上 玄

<t19臼年-1965 年度・科学調託研究・計画および科

学伎術成果，国民経済導入:n師事診の中IC. 建設工業およ

一個8ー

ぴ建設資材工業部門において研究を行い，まに，その成

果の導入・定者を突現すべき基本的議!腿が定められてい
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